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論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，連立一次方程式の Krylov部分空間反復解法に対して，その不安定性を解析した上で，その安

定化を行う手法を提案している。さらに，Krylov部分空間の性質を利用して固有値解法の高速化手法を提案

した。大規模な連立一次方程式は様々な工学の分野で現れ，信頼性の高い解法が必要とされている。Krylov

部分空間反復法は大規模な連立一次方程式の解法としてよく用いられているが，問題によっては反復によっ

て解が得られないことがある。本論文では反復において発生する数値的な breakdownに着目し，漸化式計

算においてその原因を解析した。数値的 breakdownを反復計算において検出する判定法を導出し，リスター

トによって数値的 breakdownを回避する方法を提案した。複数の数値例によって提案手法の有効性を確認

している。また，Krylov部分空間が係数行列のシフトによって不変である性質を利用し，固有値解法のス

ペクトル変換で現れるシフト付きの連立一次方程式を Krylov部分空間法で解くときに，計算量を削減する

方法を提案した。行列の非ゼロ要素の割合が多い場合に計算時間が大幅に短縮されることを数値例によって

示した。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　本論文は，工学の幅広い分野で現れる大規模な連立一次方程式の解法に対して，その不安定性の原因を理

論的に解析し，その判定法を提案している。さらに，その不安定性を回避する方法を示しており，その有用

性が評価できる。不安定性の回避法の実用問題において適用範囲の検討が今後の課題として挙げられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




